





























































































研 究 課 題：食縁社会の構築
　　　　　　農村と都市を結ぶコミュニティ・ビジネスによる地域ブランドの構築
共同研究者：尻無浜博幸（観光ホスピタリティ学科教授）　　廣田直子（健康科学研究科教授）
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ることが知見として得られた。



















研 究 課 題：母親の食行動が子どもの食行動と身体状況に与える影響について





研 究 成 果：【母親と生徒の身体状況および生活習慣の関連】





























































③  FOODEX JAPAN2014（ 3月 4日～ 7日）の長野県ブースにてアルクマそばの普及
に協力した（株式会社まるたか社主催）。
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④中部産業連盟からの依頼で東アジア 7か国12名の政府職員、中央銀行職員向けに「日






研 究 課 題： 食事誘発性肥満ラットにおける運動及びタンパク質含有内容の違いによる骨構造への
影響

























研 究 課 題：AICARの新規シグナル伝達経路の解明
共同研究者：大阪大谷大学薬学部分子生物学講座





　　　　　　 　AMP-activated protein kinase（AMPK）は、飢餓時や運動時などエネルギー消費が










で処理すると、インスリンと同様、 2時間と早期に一過性に SHARP-2 mRNAの発現
を誘導することを明らかにした。興味深いことに、この誘導が AMPKの阻害剤であ
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研 究 課 題：地域企業の海外事業展開が国内事業に及ぼす影響～長野県企業を事例に～


























































研 究 課 題：日・中・韓国におけるメディカル・ツーリズムの国際連携戦略の構築に関する研究



























































研 究 課 題：資産・負債手法を用いたサプライチェーンコーディネーションに関する研究




























研 究 成 果： 本研究では、Chan and Wang（2012）と同じ分析フレームワーク、つまり予算制約を
持つ小売業と財務に余裕があり信用取引を行う供給業者から構成される単純なサプラ
イチェーンを想定していて、別の視点からサプライチェーンのパフォーマンスを分析
する。ここで、本研究と Chen and Wang（2012）の具体的な相違点は以下の通りで
ある。第一に本研究では小売価格（p）を標準化することなしにそのまま用いている。
第二に Chen and Wang（2012）では需要が十分低い場合には Bankruptが発生し小売
業から供給業者への支払いが滞るとしているが、本論文では需要量応じたサプライヤ
ーへの支払いが常に実行されると仮定する。第三に信用取引契約（Trade credit 





















研 究 課 題：膨張と緩和の視点で見たクォークグル―オンプラズマ流体


















研 究 成 果： 実時間の入った有限温度系の場の理論として、自由度を二重化することによって温度
効果を取り入れた Thermo Field Dynamicsが高橋・梅沢によって1980年代に定式化
























研 究 課 題： フィールドでの唾液アミラーゼ活性（生体ストレス指標）測定とサンプル採取法の研
究





























研 究 課 題：地域福祉活動を通じた「地域の福祉力」を促進するプロセスの質的研究






































研 究 課 題：「生計」を中心とした地域基盤強化の実践―奈川地産地消とフランス鴨を用いて―
共同研究者：（財）奈川振興公社「ながわ山彩館」　松本市奈川支所地域振興課　
　　　　　　花豆の会（松本農村女性協議会奈川支部）　信州フランス鴨の会











































研 究 課 題：時計遺伝子と長寿遺伝子の発現相関
研 究 目 的： 近年の 2型糖尿病患者の急速な増加は、高エネルギー食摂取による肥満や、不規則な
生活による概日リズムの乱れなどが原因といわれている。






















研 究 成 果： 本研究では、SIRTによる SHARP-2遺伝子の発現調節機構を明らかにすることを目
的とした。そこで、まず、SIRTが SHARP-2遺伝子の発現調節に与える影響につい
て検討した。






　　　　　　 　まず 0、 5、10、25lM濃度の Sirtinolで、HepG2細胞を 1もしくは 2時間処理し、
SHARP-2 mRNA量の変動について検討を行った。その結果、SHARP-2 mRNA量は
SIRT阻害剤により変化しなかった。


















研 究 課 題：日本人における GPR120（R270H）と脂質摂取量及びその質の肥満への影響
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共同研究者：廣田直子（健康科学研究科　教授）












濃度を ELISA法にて定量した。研究費は GLP-1測定キットに使用した。なお、 3世
代研究対象者データが利用できない事が判明したため、そこで研究費使用を停止した。
　　　　　　 　血漿レプチン濃度は H型ホモで4265 pg/L、R型ホモのうち、H型ホモに BMIが
最も近い 2名が9001～10761 pg/Lと H型ホモで低い傾向を示したが、血漿 GLP-1濃









研 究 課 題：大学生における栄養素・食品摂取と心の健康に関する研究Ⅲ
共同研究者：百武愛子　（健康栄養学科助手）
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⑶  うつ症状と Healthy lifetime scoreとの関連は、CES-D得点を従属変数、Healthy 
lifetime scoreを独立変数として、関連因子を調整した重回帰分析およびロジッステ
ック回帰分析を行う。









研 究 課 題：miRNAと血糖調節　


















研 究 課 題： （S）-Equolによるインスリン誘導性転写因子 SHARP-2遺伝子の発現制御機構の解析
と応用
研 究 目 的： これまでの研究で、（S）-Equolによる SHARP-2遺伝子の誘導は SHARP-2遺伝子の


































研 究 課 題：人格特性が食嗜好および食事パターンに与える影響
共同研究者：小西香苗　（健康栄養学科　専任講師）
研 究 目 的： 食事パターンを含む食習慣や食行動を形成し、変化させる時期や要因はいまだ明らか
でないことが多いが、食べ物に対する嗜好が食行動を発展・維持・変化をさせ、食習
慣を形成するひとつの要因となることが示唆されている（Eertmans A et al. 2001）。
　　　　　　 　遺伝的要因、親からの食に関係するしつけを含む幼少期の食体験、食べ物への暴露
頻度等の環境的要因（Scaglioni et al. 2012）、文化的要因、社会経済学的要因、スト


























研 究 課 題：介護食およびクローン病食の段階食への展開（COC）
共同研究者： 中東真紀（四日市社会保険病院）、堀口小百合・小笠原充（㈱エム・シー・システム（治
療食宅配給食業者））

















研 究 成 果： 平成25年 7月20日に四日市保険社会病院で行われた、みえ IBD（炎症性腸疾患）患者
会に参加したクローン病患者（外来患者 n＝ 8名、入院患者 n＝ 3名）、潰瘍性大腸
炎患者（外来患者 n＝11名、入院患者 n＝ 6名）に対し、普段の食事で食べる量や













　　　　　　 　当日の参加者は、クローン病患者 2名、潰瘍性大腸炎患者 2名と、その知人・家族
を含め 8名に及んだ。調理実習の内容（試食、作り方）については、参加者全員が「参
考になった」と回答した。試食の量については、「多い」という意見が 1名からあり、











研 究 課 題：エキスパート・スポーツ選手を対象としたスポーツ・コミットメントモデルの構築

















地域総合研究15号PartⅡ.indb   423 2015/02/04   9:12:13
424
・報　告・





























研 究 課 題：園庭の芝生化が幼児の身体に及ぼす影響について
共同研究者：大窄貴史（スポーツ健康学科専任講師）
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研 究 課 題：中等・高等教育における効果的なキャリア教育の研究


























研 究 課 題：マウス運動量と海馬microRNA発現量の関係













































研 究 課 題：長野県中信地区における食品の放射性物質の存在量と地区住民の暴露量評価（COC）
共同研究者：日本チェルノブイリ連帯基金（Teamめとば（森田博紀ほか）
研 究 目 的： 福島第一原発事故（2011年発生）による環境・食品の放射能汚染は未だ全国的に残留
汚染・除染、健康影響あるいは将来の事故発生等への危惧・対応など多くの課題を残
している。このため、本 COC事業においては、その事業趣旨に基づき、本学が存在























研 究 課 題：大学を基点とした食育推進によるソーシャルキャピタルの醸成　
共同研究者：石原三妃（健康栄養学科専任講師）　笹井俊一（松本ものづくり創造塾）


























研 究 成 果： 本研究の目的であるソーシャルキャピタルの醸成のために進めようとしている 3つの
活動について、本年度は下記のように進めた。なお、それぞれの活動コミュニティー
をネットワーク化する上でソーシャルキャピタルの要素の一つである「規範」が必要




























研 究 課 題：戦前昭和期の松本商工会議所と百貨店問題（COC）






































研 究 課 題：松本市街地における道路のバリアフリーの研究（COC）
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研 究 課 題：寒天添加によるアレルギー用米粉パンの嗜好性改良についての研究（COC）

















研 究 成 果： 焼成前生地、焼成後生地の高さは寒天添加量による有意な差は認められなかった。焼
成生地の体積についても、寒天添加による影響は認められなかった。破断測定の結果、
米粉に 3％の寒天を添加すると、寒天 0～ 2％添加米粉パンより有意に破断応力、破
断歪み率が小さくなった（p＜0.05）。また、官能評価では、 3％の寒天添加により寒







研 究 課 題： サッカークラブの資源を生かした女性（30歳代及び40歳代）のための健康づくり支援
の可能性検討（COC）
共同研究者：新井光吉
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・報　告・





















研 究 課 題：一日限りのレストラン　（COC）





























研 究 課 題： 治療食宅配業者の栄養管理システムをインターネットで活用する、介護食およびクロ
ーン病食の段階食への展開（COC）


















研 究 課 題：高齢者の老化遅延に向けた食生活の普及効果の研究　（COC）
共同研究者：竹内直史、山内智恵












研 究 成 果：①ランチョンマット有効活用についてのアンケート
































研 究 課 題：学生の参画による地域住民への健康づくり、児童への運動遊び支援

























































































研 究 課 題：教育農場を通じたグリーンツーリズムの教育に関する研究（COC）











































研 究 課 題：長野県内の遊園地、公園等の喫煙及び受動喫煙対策に関する研究　　
共同研究者：家田重晴（中京大学）










研 究 成 果：調査結果から以下のようなことが明らかとなった。
      1． 今回、調査を行った施設における脱タバコ対策度点数の平均得点及び標準偏差は、
60.8±28.3点であった。また、最高得点は100点、最低得点は17点であった。
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      2． 健康増進法第25条「受動喫煙の防止」について、認知していた施設管理者は、11
名であった。 7割を超える施設管理者は受動喫煙に関する法律を認知していた。
　　　　　　 3． 灰皿を設置している施設は、9施設（60.0％）であった。 9施設の灰皿設置場所は、
全て屋外であった。屋外における情動喫煙対策が進んでいないことが、明らかと
なった。










研 究 課 題：学生の成長を考慮した地域連携教育と COC






















 育学会2013年度総会　基調講演　立教大学新座キャンパス　2013. 6 . 8
　　　　　　 「苫小牧の経済発展と大学の地域貢献」　苫小牧開港50周年シンポジウム、グランドホ
 テルニュー王子、2013. 6 .16
　　　　　　 「地方大学の COCとしての役割と地域活性化」　地域活性学会第 5回研究大会　高崎
 経済大学　　2013. 7 .20
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　　　　　　 「これからの大学経営　～松本大学の地域連携～」　日本私立学校振興・共済事業団　
 　　　　　　　　第 4回私学リーダーズセミナー　東京ガーデンパレス　2013.10. 8
　　　　　　「「地（知）の拠点」形成のモデル大学」（株）ABEST21高等教育マネジメントコン
 サルティング第 1回 ABEST-QMC Seminar　南青山会館　2013.12. 5
論文執筆等：「地方大学の COCとしての役割と地域活性化」　

























































研 究 課 題：地産地消をテーマにしたマーケティング活動　　
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大きく進展したと考える。
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